
様式第１４号 

 

 

２ 失格基準の判定 

 (1) 費用毎の失格基準 

 

 

設計金額 

    Ａ （円） 

入札時 

工事費内訳書 

     Ｂ （円） 

 

Ｂ／Ａ 

（％） 

判定（○、×） 

① 直接工事費 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ○ 

② 共通仮設費 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ○ 

③ 現場管理費 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 × 

④ 一般管理費 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ○ 

（注）判定欄は、Ｂ／Ａが次の割合以上の場合は○、次の割合を下回る場合は× 

① 直接工事費：８５％    ② 共通仮設費：８０％ 

   ③ 現場管理費：７０％    ④ 一般管理費：４０％ 

 

 

 (2) 工事価格全体の失格基準 

今回採用する 
[入札書比較失格基準価格] 

       Ａ    （円） 

 

入札価格 

       Ｂ   （円） 

判定（○、×） 

＊ＨＰ非公表 ＊ＨＰ非公表 ○ 

  （注）判定欄は、Ａ≦Ｂの場合は○、Ａ＞Ｂの場合は×を記載する。 

数値的判断による失格基準での失格判定内容  佐 賀 県 

 

工事名：単道防災第 9901010-017 号  

前原富士線 道路防災対策工事（法面工） 

 

数値的判断により失格した業者名 ：株式会社富士建 

〃    業者住所：佐賀市富士町下熊川１５９－６８                              


